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 他の参加グループも加わり、年度毎に作品の数

も多くなり、さすがに経験の積まれた見事な力作

も多く、見学者の感嘆の声も聞こえました。 

 毎年秋の恒例行事として、今後も老若男女の作

品で地域がますます盛り上がることが望ましいこ

とではないでしょうか。（編集委員Ｎ） 

２０１８年に世田谷区で発生した特殊詐欺の件数は３０４件、 

その被害総額は７億１７０１万円にのぼります！ 

世田谷警察署管内に限っても５４件、被害総額は約１億４６５１万円！ 

相手は、電話に限らず、いろいろな手口で皆さんの財産を狙ってきます。 

次のようなことがあったら、詐欺を疑ってください！ 

 

  

  

 

 

  

こうした内容の電話、ハガキ等の郵便、メールや訪問があったら、すべて詐欺だと思ってください！！ 

相手には絶対に連絡せず、警察に通報してください！！ 

昨年、上馬北部町会の区域内で、町会の皆さんの機転により、実際に特殊詐欺の犯人逮捕に至った事案

がありました。ご協力に感謝するとともに、これからも警察の活動にご理解、ご協力をよろしくお願い

します。   【世田谷警察署】  電話０３－３４１８－０１１０ 

ポケットティッシュ入れと楊枝入れの手作り

コーナー。連日体験される人で賑わいました。 

十周年を迎え力作揃い！第１０回上馬ふれあい作品展 

中里ことぶき会、上馬健好会、駒沢互楽会、駒留長寿会の高齢者クラブが中心となり、 

昨年の11月20日から26日まで開催された作品展。ついに十周年を迎えました。 

◎知らない、身に覚えのない相手からの連絡！家族を名乗る場合も！ 

◎金銭の支払い、金券やカードの購入を求めるもの！ 

◎医療費、保険料の払い戻しがある、というもの！ 

◎キャッシュカードを預かる、というもの！ 

◎他の人には秘密にしておいて、というもの！ 

特殊詐欺が引き続き横行しています！注意！！ 

実際に詐欺に用いられたハガキ(一例) → 
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思
わ
ず
く
す
っ
と
笑
え
る
作
品
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
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Ｕ
Ｏ
カ
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上
げ
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禅や大学の文化と歴史を感じる 

   駒澤大学禅文化博物館 

 

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
駒
澤
大
学
の

中
に
あ
る
駒
澤
大
学
禅
文
化
博
物
館
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
博
物
館
は
東
京
都
か
ら
歴
史
的

建
造
物
に
選
定
さ
れ
た
「
耕
雲
館
」
を

保
存
・
活
用
し
て
、
駒
澤
大
学
開
校
１

２
０
周
年
を
記
念
し
て
平
成
１
４
年
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
室
は
大
き
く

３
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
一
階
に
は
本

学
の
特
色
を
活
か
し
た
禅
の
文
化
と
歴

史
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
常
設
展
示
室
」
、

二
階
に
は
様
々
な
情
報
を
発
信
す
る

「
企
画
展
示
室
」
、
『
栴
檀
林

せ
ん
だ
ん
り
ん

』
の
学

寮
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
大
学
の
歴
史

を
展
望
す
る
「
大
学
史
展
示
室
」
が
あ

り
ま
す
。 
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も
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は
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あ
る
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示
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」
で
す
。
こ
こ
に
は
書
物
な
ど
だ
け

で
は
な
く
、
禅
で
お
坊
さ
ん
が
使
用
す

る
木
魚
や
鰐
口

わ
に
ぐ
ち

、
鐃
祓

に
ょ
う
は
ち

、
磬
子

け

い

す

な
ど

の
鳴
り
物
を
実
際
に
鳴
ら
せ
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
思
っ
て
い
る
以
上

に
響
く
の
で
少
し
恥
ず
か
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
体
験
は
、

普
通
に
生
活
し
て
い
る
中
で
は
な
か
な

か
で
き
な
い
貴

重
な
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

ま
た
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こ
の

博
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館
で
は
沢

山
の
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ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
年
７

月
上
旬
に
は
ふ
れ
あ
い
七
夕
ま
つ
り
が

あ
っ
て
、
短
冊
に
願
い
事
を
書
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
沢
山
の
短
冊
が
飾
ら

れ
た
竹
は
と
て
も
綺
麗
で
す
。
） 

 

禅
文
化
博
物
館
は
、
正
門
か
ら
入
っ

て
少
し
進
み
、
右
側
に
あ
る
坂
を
下
っ

て
道
な
り
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
洋

風
な
建
物
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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大
学
の
定
め
る
休
業
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入
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無
料 

★
本
号
よ
り
安
藤
紀
楽
先
生
（
駒
沢
親
和
会
／
全
日
本 
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東
京
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務
所
所
長
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
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川
柳
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師
）
に
選
句
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
！ 


